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■事業の最終とりまとめに向かって

２００８年１０月から始まった4大学コンソーシアム事業は、

現在実質２年2ヶ月を経過したところです。

文部科学省の補助金事業としては来春に終了予定ですが、４大学の協力/

連携に関する協定（「単位互換協定」他）は、２０１８年まで有効です。

これまでに構築された連携の輪を基盤に、さまざまな事業の展開が

期待されています。

本学コンソーシアム支援委員会は、最終年度末に向けた事業の取りまとめ

作業に入っています。敬愛大学の当事業への取り組みは、着実に一定の成

果を上げつつあります。

今後は、それらを継続・発展させる仕組みづくりが肝要です。

引き続き、皆様のご協力をお願い申し上げます。

◎これまでの成果の一端をご紹介します

・ moodle を用いた初年次教育のための３つのe-learning副教材が出来上がりつつあります。

これらの教材は、教育の現場でご活用いただけます。

・ moodle 研修会は今年度も実施され、非常勤の先生方からも積極的に参加いただけました。

・ e-learning 教育の基盤作りとして、60台以上のノートパソコン他、ヘッドホン等PC周辺機器、コ

ンテンツ収集機器等の購入、無線ラン設備の拡充等に力を入れました。

・ 国際学部の２０１１年新カリキュラムに、「ユニバーサルコミュニケーション（手話）」

（１年次開講/選択科目/２単位）が決まりました。来年には手話実習の授業が始まります。

・ ４大学間の単位互換協定に基づいて、４大学間の開放/共通科目を学生は受講できます。

・ 隔月にそれぞれの大学の持ち回りで開催されてきた４大学運営協議会では、開発された特色ある

e-learning 教材をめぐって活発なＦＤが行われ、相互に学びあう場となっています。

・事業の成果を市民に紹介するために、公開シンポジウムをこれまで 2回開催しました。4大学が協力

して行うことを通して、連携が強化されました。

ユニバーサルコミュニケーションのための教養教育に向けた千葉圏域コンソーシアム
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■２０１０年度コンソーシアム・公開シンポジウムの開催

千葉圏域コンソーシアム・公開シンポジムが、

12 月 11 日（土）、千葉大学けやき会館で開催

されました。

シンポジウムは、「地域と大学の連携を目指して」

をテーマに、コンソーシアム各大学が、これから

の大学における教育・研究と地域貢献について発

表しました。

千葉大学では、日本の伝統芸能を地域住民と協力

しながら学習する学生の様子が紹介されました。

敬愛大学からは、中村圭三先生が代表で発表され、

主に公開講座の盛況ぶりについて、詳細なデータを

基に話されました。

神田外語大学と城西国際大学では、地域住民のコミ

ュニティの中で授業を実践し、多文化共生社会につ

いて学習する学生の様子が紹介されました。

シンポジウム後半は、熊谷千葉市長が講演され、大

学・学生の積極的な市政への参加について熱く語ら

れました。

質疑応答では、市民・学生から多くの質問が寄せら

れ、大変実り多いシンポジウムとなりました。

（画像：左 中村先生、高田先生、右 土井学長、熊谷千葉市長）

■４大学運営協議会の報告

・第１１回

日時 ７月２３日（金）１６：００～

場所 神田外語大学

参加 山田・姉川・藤本ほか（千葉大学）、藤田・長田（神田外語大学）、

並木（城西国際大学）、高田・薬師寺・石橋（敬愛大学）

議題

1. 2010年度千葉圏域コンソーシアム主催公開シンポジウム企画について

2. 神田外語大学における語学教育moodle コンテンツ開発の現状報告

3. その他連絡事項
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・第１２回

日時 １０月２９日（金）１５：００～

場所 城西国際大学東金キャンパス 本部棟６階会議室

参加 山田・姉川・藤本・深山ほか（千葉大学）、藤田・長田（神田外語大学）、

倉林・並木（城西国際大学）、高田・薬師寺・石橋（敬愛大学）

議題

1. 公開シンポジウムの準備について

2. 各大学の取り組み成果のとりまとめとその進捗状況について

3. 大学教育改革プログラム合同フォーラムにおけるポスター展示会

(２０１１年１月２４／２５日 文部科学省)への出展について

4. その他連絡事項

■コンソーシアム運営委員会の報告

・一年基礎演習 e副教材開発状況

2010 年度も初年次教育及び国際化教育の充実を目指して、引き続き e-learning 教材の研究・開発

に着手しています。

本年度の開発教材は、国際学部プレカレッジ教材を基軸に、視覚的に優れた IT技術を駆使し、教材の

製作が進められています。

（画像：開発中の教材画面。可愛いキャラクターが学習のアドバイス！）

教材の構造は、ドリル式の小テスト問題と論述式の自由記述問題に大別されます。

小テスト問題では、日本語基礎知識（漢字の読み書き）、一般常識（社会、数学等）、国際社会問題（国

名、概要等）の出題が予定されています。

自由記述問題では、(1) 国際的社会問題に関する論述、(2) 食べ物（アグリ）に関する論述、

(3) 海外の建築物（歴史背景）に関する論述、の3問の出題が計画されています。

小テスト問題は、学生が繰り返し練習（復習）できるよう配慮され、自由記述問題は、自分の考えを

段階的に書きまとめられるよう工夫が施されています。
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・開発授業（アクティブ・ラーニング）の実施

本年度のコンソーシアム予算で、敬愛大学の学生貸し出し用ノートPCが充実しました。

コンソーシアム支援委員会では、3号館多目的室において開発授業の試行を繰り返しています。

開発授業では、教員のテーマ説明の後、ノートPCと無線LANを用いてインターネットにアクセスし、

学生が積極的にリサーチを行います。

その後、学生は各自リサーチ内容を取りまとめ、教室に配備されている大画面 TV にノート PC を接

続し、クラスメイトの前でプレゼンテーションを行います。

このように普段から授業に ITを手軽に利用すれば、学生は授業に主体的に参加しやすくなります。自

在に情報を収集して分析力を高め、ディスカッション力をアップすることができます。

コンソーシアム支援委員会では、IT の活用による学生の主体的な学習形態を「アクティブ・ラーニン

グ」と位置づけ、学内の環境整備・学習支援体制の基盤構築に励んでいます。

（画像：ITを活用しながら積極的にプレゼンテーションを行う留学生）

（画像：インターネットで得た資料を基に、活発な質疑応答をする学生）
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■今後の予定

1. 敬愛大学コンソーシアムＦＤ 海外視察報告会の開催（２０１１年１月１８日 学内）

2. 本学コンソーシアム事業の成果総まとめ報告会の開催（２０１１年２月２1日 学内）

3. 学内外での事業継承のための協力・支援体制の構築

（継続される e-learning 教育のサポート員の雇用、moodle サーバ管理、単位互換授業の推進ほか）

4. 本年度コンソーシアム事業紹介リーフレットの作成

5. 大学運営協議会の開催（2011年1月21日 於敬愛大学）

6. 大学教育改革プログラム合同フォーラムにおけるポスター展示会

(２０１１年１月２４／２５日 文部科学省)

7. 4大学コンソーシアム事業評価諮問委員会の開催（2011年3月 千葉大学）

8. 会報No.8の発行

9. その他 本事業に必要な業務

■コンソーシアム委員会の活動日誌

会報 6号（5月）発行以降の活動

2010年 12月 11日
千葉圏域コンソーシアム主催「公開シンポジウム」開催

（於 千葉大学けやき会館 13:30～16:00）

2010年 12月 10日

コンソーシアム開発授業の実施：ノート PCを活用した Active Learning

（於 3号館 4階多目的室 2時限）

e-learning教材業者委託打合せ会 (3)

（於 1号館事務室 13:00～14:00）

2010年 11月 27日
第 13回コンソーシアム支援委員会の開催

（於 3号館 6階会議室 13:00～14:00）

2010年 11月 19日
2010年度事業成果取りまとめ打合せ会

（於 1号館 1階事務室 13:00～14:00）

2010年 11月 2日
来年度授業「ユニバーサルコミュニケーション（手話）」立ち上げ準備のた

めの出張（千葉県聴覚障害者協会）

2010年 10月 29日
2010年度第 3回運営協議会の開催

（於 城西国際大学 16:00～17:30）

2010年 10月 22日
e-learning教材業者委託打合せ会 (2)

（於 3号館 6階会議室 14:00～15:00）

2010年 10月 18日
e-learning副教材「プレカレッジ 国際化教育の準備学習」の検討会開催

（以降、本検討会を 10月～11月の毎週火曜日に開催）

2010年 10月 15日
e-learning教材業者委託打合せ会 (1)

（於 3号館 6階会議室 14:00～14:30）
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2010年 10月 5日
第 12回コンソーシアム支援委員会の開催

（於 3号館 6階会議室 13:00～14:00）

2010年 7月 27日

・29日

moodle夏期集中教職員講習会

レポートの書き方、文献引用の仕方等、e教材の使い方

「一年基礎演習教材活用法」

（於 3号館 CALL教室 12:10～12:50）

2010年 7月 23日
2010年度第 2回運営協議会の開催

(於 神田外語大学 6号館 1階プレゼンテーションルーム)

2010年 6月 29日
第 11回コンソーシアム支援委員会の開催

（於 3号館 6階会議室 13:00～15:00）

2010年 6月 22日

・25日

moodle教職員講習会【応用編】

レポートの書き方など委託教材の使い方 「一年基礎演習教材活用法」

（於 3号館 5階 CALL教室 12:10-12:50）

2010年 6月 15日

・18日

moodle教職員講習会【基礎編】

授業資料の掲載など、初心者向けの講習 「はじめてのmoodle」

（於 3号館 5階 CALL教室 12:10-12:50）

2010年 6月 1日 コンソーシアム支援委員会会報 No.6 発行

連絡先

【敬愛大学 戦略的大学連携支援事業コンソーシアム支援委員会】

特任教員：石橋嘉一（y-ishibashi@u-keiai.ac.jp）

研究室：3号館613号室 内線（1520）

オフィス・アワー：月曜日・木曜日 10：00～17：00

（上記以外の時間はメールにてご連絡ください）


